
令和元年度豊後大野市環境基本計画年次報告書

（平成30年度環境指標の点検及び評価）

◎豊後大野市環境基本計画（第１次計画：平成２２～２６年度　第２次計画：平成２７～３１年度）

本市は、豊後大野市環境基本条例第８条の規定により、平成２２年３月に第１次となる豊後大野市環境基本計画を策定し、情勢の変化へ
の対応とさらなる環境施策の推進を行うため、平成２７年３月に第２次豊後大野市環境基本計画を策定しました。 本計画では、「①豊か
な自然を守り未来へつなぐまち　②人と自然と環境にやさしいまち　③ともに活動するまち」をコンセプトとし、その実現に向けて大き
く４つの柱を定め、それぞれに個別目標を掲げて取り組みを行っています。また、行政だけでなく市全体の取り組みとするため、市民・
事業者の方たちも本計画に参画いただけるよう、それぞれの立場で取り組むべき事項も明記しています。

◎豊後大野市環境基本計画年次報告書

豊後大野市環境基本計画年次報告書は、豊後大野市環境基本計画に掲げている環境保全の取り組みの実施状況について、目標の達成状況
を指標により点検・評価するもので、豊後大野市環境基本条例第１２条の規定により毎年作成し、公表しなければならないことになって
います。今回の年次報告書では、環境に関する事業や活動の確認と、今後の活動についての指針となるよう、内容についての検証を項目
毎に行っています。

◎評価について

指標の実績値から、個別目標の達成状況を｢○、△、×、－｣により評価しました。

　　　　評価　｢○｣：目標達成、または数値が改善したもの

　　　　　　　｢△｣：大きな変化がないもの

　　　　　　　｢×｣：悪化したもの

　　　　　　　｢―｣：未実施の事業



1 河川を守ろう

2 森林や農地を守ろう

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

認定農家者数 417 402 378 374 381

集落営農組織数（任意） 39 37 36 36 36

法人組織数 33 35 36 37 37

豊後大野市農業振興計画に基づ
き、優良農地の確保と、適正な
土地利用や自然に配慮した農林
業整備を推進しています。

個別目標の進捗を見る指標及び実績

【指標】市民による水辺の維持・管理活動・清掃活動の実施回数

●｢三重川を守る会｣が第17回大野川流域クリーンアップキャンペーンin三重川を11
月1日に開催し62団体約230名が参加した。　（市報12月号より）

●「三重川を守る会」が毎月三重川沿いでゴミ拾いや除草等の活動を行っている。

【指標】認定農業者数、集落営農組織、法人組織数　（単位：人、又は団体数）

●「三重町くらしを考える会」が三重町中心部の家庭から出る食用廃油から“廃油
せっけん”を製造している。家庭で使用した食用廃油を回収することにより、生活
排水への油混入を減らし、三重川の環境浄化活動に取り組んでいる。

※環境衛生課調べ

○

※農業振興課資料より

○

毎年多くの参加者が集う11月1
日の大野川クリーンアップキャ
ンペーン（三重川を守る会主
催）を筆頭に、豊かな自然や河
川を守る取り組みが展開されま
した。

基本目標【自然環境】潤いと安らぎのある自然環境を守る

番
号

個別目標 評価 コメント



3 多様な生態系を守ろう

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

利用件数 ― 1,065件 ― ― ―

利用人数 26,814人 27,016人 23,444人 22,120人 18,840人

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

利用件数 ― 467件 ― ― ―

利用人数 1,994人 1,620人 1,999人 2,191人 2,532人

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

利用件数 ― ― ― ― ―

利用人数 ― ― ― 298人 調査中

4 まちの緑を育てよう

●苗木の無料配布

●植林活動

　

●リバーパーク犬飼（犬飼町）

※商工観光課資料より

豊後大野市ふるさとまつり（大原総合運動公園）

〇

チューリップフェスタ（原尻の滝公園）

○

どんど焼き（大野総合運動公園）

千歳ひょうたん健康マラソン大会（千歳総合運動公園）

◎御嶽山桜ロード再生事業  ほか（各町まちづくり協議会による植栽活動）

●井崎河川公園（清川町）

コメント
番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価

豊かな自然環境のある豊後大野
市では、左記の施設以外にも多
くの市民や観光客の方たちが自
然環境に親しめる機会が多くあ
ります。今後もそのような機会
による意識啓発を継続し、多様
な生態系の保全活動を推進して
いきます。

【指標】市の自然体験型施設の利用者数

【指標】緑化運動の実施回数
ふるさと振興祭等のイベント時
に苗木の無料配布を行い、市民
参加による緑化運動に取り組み
ました。今後も市内で行われる
イベント等において苗木の無料
配布を計画します。

また、御嶽山桜ロード再生事業
のように、行政主体ではなく、
助成等を受けつつ自主的な活動
を行う団体も増えてきていま
す。12月2日と3月8日にそれぞれ清川まちづくり協議会の主催で広葉樹

330本と、ｼﾞﾝﾀﾞｲｱｹﾎﾞﾉの苗を63本の植栽を行った。清川の小中年生
等、多くの関係者及びボランティアが参加した。

　　　※農林整備課資料及び市報5月号より抜粋

●祖母山ろく尾平青少年旅行村（緒方町）※集計は平成29年度から



5
ジオパークを活用して
環境保全をしよう

●ジオサイト保全活動・・・ジオサイト各地の清掃活動を行う（H30年度：計35回）

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価

●経過…パリで開催されたユネスコ理事会にて審議され、「祖母・傾・大崩
　　　　ユネスコパーク」が誕生　市役所前でセレモニーが開催された

●特徴…九州最高峰級の山々からなる急峻な山岳地形と美しい渓谷を有しており、
　　　　多様な植生とともに、ニホンカモシカやソボサンショウウオなどの希少種
　　　　も生息

※商工観光課資料及び市報より抜粋

●　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　生態系調査（H30年度：計20回）

●その他野外活動等・・・9/26大阪市立大学約40人が犬飼柴北川にて野外実習を行
う

【指標】イベントや研修会等の開催数

○

左記だけでなく、ジオパークを
活用した住民活動や教育活動が
盛んに行われました。今後もジ
オパークやエコパークを起点と
した自然景観の保全と活用を
図っていきます。

◇ユネスコエコパークの登録

　　内容・・・生態系の保全と持続可能な利活用の調和（自然と人間社会の共生）

　　　　　　　を目的に、1976年からユネスコが開始した事業

コメント

●朝地小・姫島小ジオパーク交流

●貴重な生態系の持続的な保全を目的とした生物多様性調査（H30年度：計35回）



6
河川の水質をきれいに
しよう

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

豊後大野市生活排水処理率 55.2% 57.3% 58.5% 59.6% 60.7%

●平成30年度

7 快適な住環境を守ろう

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

大気汚染(野焼き） 7 9 5 7 7

水質汚濁 3 5 2 2 4

騒音 4 4 3 2 4

悪臭 3 5 2 6 11

8

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

苦情件数 1 3 2 1 0
○

交通における環境対策
を進めよう

個別目標

基本目標【生活環境】健康で快適に暮らせる生活環境をつくる

番
号

個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価

○

平成30年度の（個人住宅分の）
浄化槽設置件数は、124基（平
成29年度調査時；126基）でし
た。環境保全のため、今後も補
助金制度も継続しつつ、浄化槽
（個別処理）の普及を促進して
いきます。

※上下水道課資料より

【指標】生活排水処理率（公共下水道、合併処理浄化槽等）

コメント

 　　　21,663人（汚水処理人口）／　35,718人（住基台帳H31.3月末）

（汚水処理人口）21,663人＝（下水道）1,130人＋（農集排）3,010人＋（浄化槽）17,523人

野焼き（ゴミ焼き）は法律によ
り禁止されていることを市報等
により啓発していますが、依然
多くの苦情が寄せられていま
す。また、昨年度は悪臭苦情も
多数寄せられました。今後も
ケース毎の迅速な対応（現地確
認等）と、それに伴う指導等を
継続していきます。

今年も数多くの管理放棄地等の
雑草・枝等の繁茂苦情が寄せら
れました。今後も交通に支障が
生じぬよう、関係機関とも連携
し、迅速な対策を講じていきま
す。

※環境衛生課受付分

単位：件

【指標】市で受け付けた苦情件数

【指標】市で受け付けた交通に関する苦情件数

△

※環境衛生課受付分



基本目標【物質循環】みんなで地球環境保全に取り組む

9
ごみを減らし､リサイ
クルを進めよう

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

排出量 200.8 203.18 204.61 212.25 211.15

10
きれいなまちをつくろ
う

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

苦情件数 20 38 32 21 14

○

単位：kg

単位：件

【指標】①市民一人当たりの年間排出量
市民一人当たりの年間排出量は
横ばいで推移しています。豊後
大野市では家庭用生ごみ処理容
器（コンポスター）給付事業を
実施し、生ごみの減量化・再資
源化に取り組んでいます（昨年
度実績：120基）。

平成21年度より大分県内の食品
スーパー等でレジ袋無料配布中
止の取組が行われており、マイ
バック持参率80％以上を目標に
しています。既に目標値は達成
していますが、市内２店舗にて
マイバッグキャンペーン等の取
組みも行いました。

◇マイバッグ持参率
　県平均・・・・84.7％
　豊後大野市・・82.3％
　　　　　（Ｈ29年度平均）

●食品スーパー等（豊後大野市）

※環境衛生課（清掃センター係）調べ

番
号

個別目標 評価 コメント

大分県クリーニング生活衛生同業組合

●クリーニング（大分県全体）

㈱トキハインダストリー

マルミヤストア三重店

有限会社ホワイト舎

みどりやクリーニング

※大分県レジ袋削減推進協議会資料等より

【指標】不法投棄発生件数

○

不法投棄防止看板の配布や市報
等による啓発活動、警察署及び
環境衛生委員等との連携によ
り、不法投棄の発生件数は減少
傾向にあります。今後も発生件
数の抑制に努めます。

※環境衛生課調べ

㈱Ａコープ九州

株トライアルカンパニー

新鮮市場三重店

トキハインダストリーアクロスプラザ三重

Ａコープ各店舗

スーパーセンタートライアル三重店

個別目標の進捗を見る指標及び実績

㈱マルミヤストア

㈱新鮮マーケット

【指標】②市内のマイバッグ推進協力店舗数（H30.10.1現在）

㈱ホームインプルーブメントひろせ ＨＩひろせ三重店生鮮ディスカウント市場



11
省資源・省エネルギー
を進めよう

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

交付決定件数 制度終了 － － － －

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

第１発電所 760,910 884,540 942,380 961,850 921,610

第２発電所 286,754 283,368 296,117 299,612 295,594

第３発電所 450,835 450,256 475,014 481,582 473,908

第４発電所 373,002 368,835 382,958 390,554 387,163

第５発電所 155,284 595,467 613,162 623,349 607,467

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績 評価 コメント

【指標】太陽光発電設置補助件数

△

平成25年度で国の補助制度は終
了しました。

また、豊後大野市太陽光発電所
については、平成26年度から稼
働を行っています。今後も省エ
ネルギー活動及び再生可能エネ
ルギーを推進していきます。

●市内で国の住宅用太陽光発電補助金交付決定を受けた件数

※環境衛生課調べ

●豊後大野市太陽光発電所の発電量（※注1）
単位：kWh

注1）本表の発電量…実際の発電量から所内利用分（2～3％程度）を差し引いた数値（＝売電量）を計上しています



基本目標【参画と協働】人づくり、地域づくりを進める

12
環境に関する情報を蓄
えよう

①市報

　
○

②ホームページ等

●その他環境に関する情報

　　　　　３０１０（サンマルイチマル）運動「残さず食べよう！」

　　１月　コンポスター給付事業について

　　４月　生ごみ減量化・再資源化推進事業について（コンポスター給付事業）

　　６月　歴史探訪「白山川の名水と蛍の郷」

番
号

個別目標 評価

市報やホームページなど低資源
な方法により、正確で分かりや
すい環境情報の提供と意識啓発
を図りました。今後も継続した
啓発活動を展開していきます。

【指標】市報やホームページによる環境情報の掲載回数

　１０月　レジ袋無料配布中止の取組みよる収益金の寄附（(株)新鮮マーケット）

・不法投棄を撲滅しましょう　・ＰＭ2.5（微小粒子状物質）について
・ごみ分別辞典（通年）　・ごみ分別スマホアプリの配信
・豊後大野市地球温暖化対策実行計画

　　７月　新ごみ処理施設の建設に向けた取組みについて

　　８月　豊後大野自然写真コンテストの作品募集について
　
○

　●地球温暖化防止に関する情報

　　３月　不法投棄防止について（「ごみの不法投棄は犯罪です！！」）

コメント個別目標の進捗を見る指標及び実績

　１０月　犬飼花火会場のごみ清掃ボランティア（犬飼中学校等有志の皆さん）

　　　　　３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進

　１１月　「使ってみようマイエンザ」



13
環境教育・学習を進め
よう

14
活発な環境活動を進め
よう

評価

【指標】市民環境ボランティア団体数

●地球温暖化防止啓発活動：豊後大野市地球温暖化防止協議会

●リサイクル活動：三重町くらしを考える会　ほか

●自然環境保全活動：豊後大野市自然史友の会

●街路清掃・美化活動：三重川を守る会、各地区老人クラブ、三重町女性学級
　　　　　　　　　　　連絡協議会、シルバー人材センター、交通安全協会　ほか

●ごみゼロおおいた推進隊：三重川を守る会、若者的生活向上委員会、
　　　　　　　　　　　　　食と水を考える会、里歩の会、三重町くらしを考え
　　　　　　　　　　　　　る会、どんぐり幼稚園おやじクラブ

●河川及びその周辺清掃・美化活動：三重川を守る会、柴北川を愛する会、
　　　　　　　　　　　　　　　　　玉田川を愛する会、神角寺渓谷緑化推進会
ほか

○

行政主導の取り組みだけでな
く、市民や各団体が主体となっ
た環境保全活動が活発に展開さ
れています。今後も関係機関と
の情報共有や情報提供等、各活
動の支援を行っていきます。

コメント

【指標】各種環境学習講座等の開催

●大野川フェスティバル（川を通じたジオ巡りや環境学習の開催）

●市内小学校を対象に豊後大野市自然図鑑（市発行）を配布

大野町のふるさと体験村の開村
式時に、川を通じたジオ巡りと
環境学習が開催されました。今
後もイベント等を活用した環境
学習と啓発活動に取り組んでい
きます。

番
号

個別目標 個別目標の進捗を見る指標及び実績

△


